令和７年度
運営に関する計画（最終評価）
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大阪市立大隅東小学校

令和８年２月
（様式１）
大阪市立大隅東小学校　令和７年度　運営に関する計画・自己評価（総括シート）

　１　学校運営の中期目標
２　中期目標の達成に向けた年度目標


３　本年度の自己評価結果の総括


(様式２)

大阪市立大隅東小学校　令和７年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）　⑴安全・安心
	年度目標
	達成状況

	【安全・安心な教育の推進】
〇小学校学力経年調査における「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」の設問に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を ８５ ％以上にする。

〇小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を ９０ ％以上にする。
〇小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合を ８５ ％以上にする。

〇小学校学力経年調査における「自分にはよいところがありますか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合を ７５％以上にする

〇小学校学力経年調査における「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合 ９０ ％以上を維持する。
	B


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【１　安心・安全な教育活動の充実】（いじめへの対応）
〇日常の観察と定期的なアンケートの実施や人権週間における標語の作成、仲間づくりに関する人権教育の実践等を通し、一貫した指導を行い、いじめのない学級づくりを進める。また、認知したいじめに対しては、その事案・指導内容・事後の様子等について記録し、全職員で共通理解する。
	B

	指標　
〇小学校学力経年調査における「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」の設問に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を　８５　％以上にすると共に、児童理解研修会を年間８回以上行う。

	

	取組内容②【１　安心・安全な教育活動の充実】(学校のきまりを遵守)
〇年度初めに「学校のきまり」に記載している内容を全教職員間で共通理解し、一丸となって指導にあたる。また、子どもたちが規範意識を高め、互いに注意し合える仲となるように指導する。
	C

	指標　
〇小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」の設問に対して、肯定的な「思う」と回答する児童の割合を　９０　％以上にする。

	

	取組内容③【１　安心・安全な教育活動の充実】(学校生活の充実および不登校への対応)　

〇学習面、生活面の両面から子どもたちをよくみて指導し、学校行事や委員会活動、たてわり班活動を通して、一人ひとりが達成感を感じられるように努める。不登校傾向にある児童については、その原因を取り除くように家庭と学校、生活指導支援員や関係諸機関等とも連携をとり、原因解決に努める。

	B

	指標
〇小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」の設問に対して、肯定的な「思う」と回答する児童の割合を８５ ％以上にする。

	

	取組内容④【２　豊かな心の育成】　(道徳教育の推進)　　　　　
〇子どもが互いのよさを認め合える集団作りをし、指導者がほめることで、子どもの自尊感情が高まっていくように支援していく。
	B

	指標
〇学校アンケートにおける「自分にはよいところがありますか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合を　７５　％以上にする。
	

	取組内容⑤【豊かな心の育成】　(キャリア教育の充実)　　
〇各種出前授業で多様な文化や自然に触れる体験的な活動や、生活指導・集団育成の取り組み等を通して、感動と共感、他者への感謝の気持ちを持ち、責任ある行動をとることができる自律的な規範意識を醸成する。
	A

	指標
〇小学校学力経年調査における「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合を　９０％　にすると共に、関西万博を全学年が体験し、異文化に触れる。
	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	①学校全体では、いじめに関する指標は概ね達成できており、研修会やアンケートを通して児童理解と共通理解が進んだ。その結果、重大ないじめは発生せず、児童の多くが「いじめはどんな理由があってもいけないことだ」と認識できている。一方で、教職員間での情報共有や記録の保管体制については課題が残る。
②学年によって、達成状況にばらつきがある。きまりを守らない理由として、「めんどくさいから」や「個人的な理由があれば守らなくてもいい」という感覚を持ってしまっている児童もいるので、各担任から年齢に応じた指導を行うとともに、きまりについて子ども・保護者も含めて共に考えていくようにする必要がある。
③「学校に行くのは楽しいと思いますか」の設問に対しての肯定的回答は、全体としては上回っているものの学年、学級によって差が大きくなっていた。不登校児童への対応については、管理職をはじめ外部機関と連携するよう努めた結果、フリースクールへ登校できるようになった児童や校内教育支援センターを活用することで登校できるようになった児童もいる。
④放送委員会で、「友達のいいところ見つけ週間」の取り組みを行ったり、多くの教職員の経験とアイデアを募って自尊感情を高めるための取り組みの事例を教員全体で共有したりした。その結果、「自分には良いところがありますか」の設問に関しての肯定的回答が約８０％となった。しかしながら、高学年ではそう感じている児童の割合が低くなるという傾向があった。
⑤関西万博へ行った思い出は、子どもたちの中で一生忘れられない思い出となった。そこで見た環境を大切にする必要性を訴えたアニメや目の前で実際に動いている心筋シート等は、キャリア教育としても大変有意義な経験となった。

	次年度への改善点

	①いじめアンケートの結果に対して、児童から聞き取りをした内容を必ず記録しておいたり、教員全体に伝えるべき内容は児童理解研修会で共有したりするように担任が報告するべきである。
②上履きで移動していい範囲を確定するなど、学校のきまりにとして明記されていない部分についても教職員で共通理解して指導していくようにする必要がある。
③児童へのアンケートと保護者へのアンケート共に「学校へ行くことが楽しいか？」という質問がある。その結果にずれがあったときに、どちらを受け止めればいいのかわからなくなるので、保護者へのアンケートでの質問は無くしてもいいのではないか。
④自分には良いところがあると感じることと学力は、かなり近しい相関関係にあるかと思う。各教員は、みんなが参加し、且つ分かる授業づくりを目指していくことで、子どもたちの中に自信と向上心を芽生えさせることができるのではないかと考える。
⑤役に立つ人間になるという観点から、たてわり班での清掃活動を週に１回でも行うことで、高学年児童は年下の子達の手本となり、年上のものとしての自覚も芽生えてくるのではないだろうか。また、異学年交流の時間としても意味があるのではないかと考える。


(様式２)

大阪市立大隅東小学校　令和７年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）　⑵学力・体力
	年度目標
	達成状況

	【未来を切り拓く学力・体力の向上】
〇小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の設問に対して、最も肯定的な「当てはまる」を回答する児童の割合を　３５　％以上にする。

〇小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」の設問に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を　７５　％以上とする。

〇学校アンケートにおける「算数の授業の内容はよく分かる」の設問に対して肯定的に回答する児童の割合を　８３　％にする。
〇大阪市小学校学力経年調査における正答率が市平均の７割に満たない児童の割合を前年度より　1　ポイント減少させる。
	　　B


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【４　誰一人取り残さない学力の向上】　　(「主体的・対話的で深い学び　」の推進)
〇様々な教科・活動において、ペア交流・グループ交流・全体交流の場を設定し、互いに意見を交流し考えを深める学習を行う。
	A

	指標
〇学校アンケートで「学級の友達との間で話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の設問に対して、肯定的な回答をする児童の割合を７０％以上にする。

	

	取組内容②【４　誰一人取り残さない学力の向上】(理数教育の充実)
〇学びコラボレーターやサポーター等による授業の入り込み、算数科の習熟度別学習、放課後ステップアップ教室の開設等、手厚い支援を行う。
〇毎週木曜日の朝学習の時間に、基礎的な計算問題のプリントや、学習者用端末で算数ドリル学習に取り組ませることで学習の定着を図る。
	A

	指標
〇学校アンケートにおける「算数の授業の内容はよく分かる」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合を８３％以上にする。
〇大阪市小学校学力経年調査　算数における正答率が市平均の７割に満たない児童の割合を前年度より１ポイント減少させる。

	

	取組内容③【健やかな体の育成】（体力・運動能力向上のための取組の推進)
〇スポーツテスト週間やなわとび週間、かけ足週間、大なわ大会等、学期に1回程度、児童が運動に親しめる機会を設定する。
	B

	指標
〇学校アンケートにおける「運動（体を動かすこと、遊びも含む）やスポーツをすることは好きですか。」の設問に対して、最も肯定的に回答する児童の割合を７５％以上にする。
	

	取組内容④【健やかな体の育成】(健康教育・食育の推進)
〇年３回の「元気もりもり週間」をなわとび週間、かけ足週間とも絡めて設定し、児童の生活習慣の向上を図る。
〇各学年、年２回の栄養指導を行い、食生活に対する意識を向上させる。
	B

	指標
〇月１回の睡眠に関するアンケート「前回のアンケートから今日まで、１週間の半分くらい、各学年の目標の時間までにねることができましたか。」の設問に肯定的に回答する児童の割合を５０％以上にする。
〇学校アンケート「栄養バランスを考えて食べていますか。」の設問に対して肯定的に回答する児童の割合を８２％以上にする。

	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	1 肯定的に回答をする児童の割合は９０．１％で、指標を上回った。しかし、自分の意見を言うだけで考えを深めることには課題が残った。教室に掲示している話型を活用ながら、他者の考えについて問い返しをしたり、自分の考えと比較したりして、考えを深めるための指導を継続的にする必要がある。
2 肯定的に回答をする児童の割合は９１．９％で、指標を上回った。毎週木曜日の朝学習の時間に、基礎的な計算問題のプリントや、学習者用端末で算数ドリル学習に取り組ませることで基本的な計算力が向上した。高学年では少人数学習を全単元行い、学習の定着を図った。また、サポーター等の授業の入り込み指導や、放課後ステップアップでの指導により、自力で問題解決しようとする態度が育ってきた。しかし、中には算数に苦手意識がある児童ほど放課後ステップアップに参加していない現状もある。
③　　学校アンケートの全体の結果は７９．６％と目標を上回った。ただ、目標を達成できていない学年もあるので結果はBとしている。体育・運動能力向上のための取り組みとして、大縄跳び大会や駆け足週間などに取り組むことができた。
④ 　「以前より早くねるようにこころがけましたか。」のすいみんアンケートの結果は目標を上回っていたが、目標時間に就寝できていない児童も多くいる。　「栄養バランスを考えて食べていますか。」の結果も全体としては目標を上回っていたが、目標を達成していない学年もあるので結果をBとしている。児童の健康のために、元気もりもり週間や栄養指導、すいみんアンケートなど、子どもの健康に関して積極的に取り組み、子どもの意識が向上した。


	次年度への改善点

	1 どの学習でも話し合い活動を継続して行う。建設的な話し合い活動ができるようにするために、話型を活用して交流の仕方を身につけ、考えを深められるようにする。
2 朝学習で基礎的な計算問題のプリントに継続して取り組み、計算力の向上を図る。また、学力が二極化しているため、習熟度別にプリントを用意し、隙間時間に活用できるようにする。反復練習することで、基礎的な計算力を身につけられるようにする。教員は研修を通して、発問の仕方や板書等の指導力向上に努める。
③　　これまでの取り組みで、運動やスポーツをすることが好きな児童は多くなってきているので、来年度の取り組み内容は新たな目標や指標にするのもよいと思う。
④　　これまで睡眠に関する保健指導や元気もりもり週間、すいみんアンケートなどの取り組みを行い、児童の睡眠に関する知識や睡眠への意識は向上した。しかし、睡眠に関しては家庭の協力が必要なので、来年度からの指標は検討する必要がある。
　　　　学校アンケートの「栄養バランスを考えて食べていますか」は、児童の努力では難しい内容なので、給食に限定した内容の指標を検討する。



(様式２)

大阪市立大隅東小学校　令和７年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）　⑶教育DX

	年度目標
	達成状況

	【学びを支える教育環境の充実】
〇授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の５０％以上にする。（ただし、事務局が定める学校行事等ICT活用が適さない日は除く）

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基準１を満たす教職員の割合を９０％以上にする。
〇小学校学力経年調査における「読書は好きですか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合を７５％以上にする。
	B


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【６　教育DXの推進】(ICTを活用した教育の推進)　　

〇学習者用端末を用い心の天気やナビマ、調べ学習などを学年の発達段階に応じて活用する。
	B

	指標

〇授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の５０％以上にする。

	

	取組内容②【７　人材の確保・育成としなやかな組織づくり】(働き方改革の推進)
〇会議等を精選し、月中行事予定表やスケジュールボードに必ずゆとりの日を明記し、教職員の働き方改革への意識を向上させる。　　　　
	B

	指標

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基準１を満たす教職員の割合を９０％以上にする。

	

	取組内容③【８　生涯学習の推進】　(学校図書館の活性化)
〇図書ボランティアによる読み聞かせ、休み時間等の図書館開放、学級文庫の入れ替え、公共図書館による団体貸し出しなどを利用し、児童が本に親しむ機会を増やす。
	C

	指標
〇学校アンケートにおける「読書は好きですか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合を７５％以上にする。
	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	1 授業日において、児童の8割以上が学習者用端末を活用した日数が、どの月も50%以上活用することができた。朝の心の天気は習慣化されている。授業の隙間時間にナビマやタイピングなど学習者用端末を使用する機会が増えた。また、スカイメニュークラウドやカフーとなど学習活動で有効に活用することができた。
2 勤務時間の上限に関する基準1を満たす（1か月の時間外勤務が45時間を超えない）教員の割合は１月時点で５５％であり目標には届かない見込みである。ゆとりの日を週に１回設定しているが、実態として業務（教材研究、生活指導等）に追われて早く帰れない職員もいる。
3 「読書が好き」と答える児童の割合は70.1%だった。高学年になると読書嫌いが多い。図書委員会による図書館開放や工夫した催しをしているが、読書好きが増えないのが現状である。

	次年度への改善点

	1 指標がただ数値だけを達成することを目的としたものになってしまっている。もっと実態に合った指標（学期に１回程度、ICTの活用についての校内研修会を行うなど）にしてはどうか。
2 学年間の引継ぎ等、データーで残せるところは残しておくようにする。行事や会議の精選をする必要がある。
3 低学年から本に興味を持たせ、維持していく必要がある。朝の時間（集会の時間）を利用して本の紹介をしたり、職員室の前に今週のおすすめの本を紹介したりして、本に興味関心を持たせる。また、読書環境を整える。（学級文庫の入れ替えを学期に1回（夏休み・冬休み）し、いろんな本に出合う機会を増やす。廊下にも本棚を置きいつでも本が手にとれるようにする。国語で学習している関連の本や同じ作者の本を置くようにする。）









現状と課題


〇校区は旧来居住の地域と新たに田畑を開発した新興集合住宅が多数を占める地域である。経済的な課題や養育上配慮を要する背景をもった家庭の割合も近年増加傾向にあり、安定した子どもの日常生活の確保に課題もあるため、家庭・地域・関係諸機関との連携に努め、教育活動に取組む必要がある。


〇生活面においては、どの学年も落ち着いて学校生活が送れている。しかしながら登校することが課題の児童の割合が近年増加傾向にあるため、保護者や関係諸機関と連携した取り組みが必要である。


〇学習面については、「教科を学ぶことは好きだ」「授業の内容はよくわかる」といった子どもたちの肯定的な意見は増えつつあるが、一方で学力経年調査の正答率とは必ずしも連動していない。児童の学習内容の習得状況を確認しながら、誰一人取り残さない実質的な学力向上を目指す必要がある。


中期目標


【安全・安心な教育の推進】


⓵安心・安全な教育環境の充実


〇令和７年度の小学校学力経年調査における「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を８５％以上にする。


〇令和７年度の小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を85％以上にする。


⓶豊かな心の育成


〇令和７年度の小学校学力経年調査における「自分にはよいところがありますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を70％以上にする


〇令和７年度の大阪市学力経年調査における「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合90％以上を維持する。


【未来を切り拓く学力・体力の向上】


⓸誰一人取り残さない学力の向上


〇令和７年度の小学校学力経年調査における標準化得点を、いずれの学年も100以上にする。


⓹健やかな体の育成


〇小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を７５％以上とする。


【学びを支える教育環境の充実】


⓺教育DXの推進


〇授業日において（学校行事等で活用が適さない日は除く）、学習者端末の活用を100％にする。


⓻人材の確保・育成としなやかな組織づくり


〇ゆとりの日を週1回設定し、定時退勤できるようにする。


⓼生涯学習の支援


〇令和7年度の小学校学力経年調査の「読書は好きですか」の項目について、肯定的な回答をする児童の割合を75％以上にする。


⓽家庭・地域等の連携・協同した教育の推進


〇学年や学校全体での地域の人材や社会教育施設等を活用した学習の実施割合を100％にする。





【安全・安心な教育の推進】


〇小学校学力経年調査における「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」の設問に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を８５％以上にする。


〇小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を９０％以上にする。


〇小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合を　８５％以上にする。


〇小学校学力経年調査における「自分にはよいところがありますか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合を７５％以上にする


〇小学校学力経年調査における「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合９０％以上を維持する。





【未来を切り拓く学力・体力の向上】


〇小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の設問に対して、最も肯定的な「思う」を回答する児童の割合を　


３５％以上にする。


〇小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」の設問に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を７５％以上とする。


〇学校アンケートにおける「国語の授業の内容はよく分かる」「算数の授業の内容はよく分かる」の設問に対して肯定的に回答する児童の割合を８３％にする。


〇小学校学力経年調査における正答率が市平均の７割に満たない児童の割合を前年度より　1　ポイント減少させる。





【学びを支える教育環境の充実】


〇授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の５０％以上にする。（ただし、事務局が定める学校行事等ICT活用が適さない日は除く）


〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基準１を満たす教職員の割合を９０％以上にする（基準1＝時間外勤務時間が45時間を超える月数を０、かつ、１年間の時間外勤務時間が３６０時間以下）。


〇小学校学力経年調査における「読書は好きですか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合を７５％以上にする。








【安全・安心な教育の推進】


　全市共通目標である「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」との設問に対し、小学校学力経年調査（以下、経年調査）において最も肯定的な「思う」と回答した児童の割合は95.2%となり、目標（85％）を上回った。これは、学期ごとのアンケート実施や、教職員への児童理解研修会、月一回の生活指導連絡会などを通じて全教職員で状況を把握し、事象発生時に組織的な対応ができる体制を整えてきた結果である。また、年度内に「いじめについて考える日」を2回実施し、学校を挙げていじめ撲滅を訴えたことも奏功したと考えられる。


　一方、規範意識を問う「学校のきまりを守っていますか」の設問では、肯定的な回答が80.8%にとどまり、目標（90％）に届かなかった。今後は「学校のきまり」の内容を各学年・学級で見直すとともに、児童同士が自律的に声を掛け合えるよう指導していく必要がある。


　学校の年度目標である「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対する肯定的な回答は81.6％で、今年度目標（85％）および昨年度結果（94.6％）を下回った。一方で、「自分にはよいところがありますか」に対しては83.3％が肯定的に回答し、目標（75％）を上回った（昨年度83.7％と同等）。さらに「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」の設問には94.8％が肯定的に回答し、目標（90％）を達成した。これらは、教職員が児童に丁寧に寄り添った成果であり、昨年度から注力しているキャリア教育が好影響をもたらしたものと捉えている。





【未来を切り拓く学力・体力の向上】


　全市共通目標「学級の友達との間で話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の経年調査において、最も肯定的な「思う」と回答した児童は29.2％となり、目標（35％）に届かなかった。昨年度（43.2％）から大きく低下しているため、要因を分析し改善にあたる。


　体力や健康に関する「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」の設問では、75.3％の児童が「好き」と回答し、目標（75％）を上回った。日頃の体育授業における工夫に加え、外遊びの奨励や、出前授業でのスポーツ体験機会の拡充により、児童が運動の楽しさを実感できた結果と考えられる。


　学校の年度目標である学校アンケート「国語（算数）の授業の内容はよく分かる」との設問に対しては、国語で93.0％、算数で91.9％が「分かる」と回答し、いずれも目標（83％）を大きく上回った。


　一方で、経年調査において「正答率が市平均の7割に満たない児童の割合を前年度より1ポイント減少させる」という目標に対しては、国語で2ポイント増、算数で1ポイント増という結果になった。今後は、国語では総合的読解力の向上を図り、算数では習熟度別学習や少人数学習、チームティーチングを活用し、よりきめ細やかな授業を展開することで改善を図りたい。





【学びを支える教育環境の充実】


　全市共通目標「年間授業日の50％以上において、児童の8割以上が学習者端末を活用する（行事等を除く）」について、累計基準では40％となり目標には届かなかった。しかし、2学期以降はすべての月で50％を超えており、活用率は着実に向上している。今後は「心の天気」の入力、デジタルドリル、調べ学習での利用に加え、学習アプリの活用も進め、実質的な学びの場面でICTを活用する環境を広げていきたい。


教職員の勤務状況について、大阪市の「勤務時間の上限に関する基準1」を満たす教職員の割合を90％以上にする目標に対し、結果は55％と下回った。今年度から週1回の「ゆとりの日」を設定し、2学期からは同日の電話受付・閉庁時刻を早め、保護者へ事前通知するなど、退勤しやすい環境整備に





努めた。しかし、校務や保護者対応に時間を要する教職員が昨年以上に増加したため、多忙化の要因を明確にし業務改善を急ぐ必要がある。


　学校の年度目標「読書は好きですか」の設問では、肯定的な回答が55.6％にとどまり、目標（75％）および昨年度（73.9％）を下回った。特に高学年になるにつれて肯定率が低下する傾向が見られるため、高学年の読書離れに歯止めをかけるべく、読書の楽しさを伝える場を設定するなど、具体的な方策を講じていく。
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